


左に掲げた課題① 「施設の老朽化」に対処し、かつ課題② 「財源不足」を克服するために、まず施設を

上手に使い続ける取り組みを行います。 

 しかし、公共建築物を 80年間使用して建替えを行っても、財源不足は解消されない見込みです。 

そこで、さらなる取り組みとして、施設の総量を縮減して、建替え費用と維持管理経費の削減すること

により財源不足解消を目指します。 

今後 40 年間の更新等に係る経費と充当可能な財源の見込

みを試算したところ、現在の公共施設等を全て存続させてい

くためには、財源が約 3,351億円 （84億円/年）不足します。 

・修繕・更新等に係る経費の増大及び一定年度への集中 

・合併に伴う普通交付税の合併算定替の終了 

・人口減少、少子高齢化による税収の減少、社会福祉関係費の増加 

・人口減少、少子高齢化など人口構造の変化に伴う、ニーズの変化 

公共施設等の更新等係る財源不足 課題② 

公共施設等の施設需要の変化 課題③ 

施設の品質を適正に保ち、健全な状態を維持するために、

長期的な視点で更新や長寿命化を計画的に実施し、更新等

に係る財源負担を適切に軽減・平準化する必要があります。

「新しく造ること」から「賢く使うこと」へ意識を転換し、

複合化や統廃合等による、人口構造の変化に対応した公共

施設等の最適な配置の実現が必要です。

・公共建築物のうち、全体の約６割の施設が建築後30年を経過し、

機能の陳腐化や老朽化が進行 

・耐用年数を超える建築物が確実に増加 

公共施設等の老朽化の進行 課題① 

公共施設等の安全性や機能を持続的に確保し、各施設の

今後の在り方を検討する必要があります。

＜今後40年間の人口推移＞ 
総 人 口：約10％減少 
生産年齢人口：約23％減少 
老齢人口：約17％増加

公共施設等をとりまく課題 課題に対処するための方針

２つの目標を達成し、課題③「施設需要の変化」にも対応するため、また公共施設等を適切に

管理するための方針を定めました。 

公共施設等の管理方針 

目 標 ① 

目 標 ② 

方針① 施設の統合や廃止を進めます 

方針③ 施設をできる限り長く使います

方針④ 施設の安心・安全を守ります 

シェアリング・エコノミーなどの公共施設等の新たな利活用手法も積極的に取り入れていきます。 

シェアリング ・エコノミーとは、遊休資産の貸出しを仲介するサービスであり、貸主は遊休資産の有効活用、借主は所有すること

なく利用できるメリットがあります。この 「遊休」には時間の概念も含んでいます。例えば、午後5時まで使用している施設を、午

後 5時以降を遊休施設として貸出しすることも考えられます。遊休資産の貸出しによる収入の増や、民間遊休資産の活用による公共

施設の新規整備の抑制などが期待できます。

新しい施設の利活用手法 シェアリング・エコノミー

公共建築物を、建築後 80 年間を目途に使用します 

今後 40年間で、公共建築物の延床面積の 15％（約 15万㎡）を縮減します 

＜耐用年数を超える建築物の割合＞ 

現在 3%

10年後 12%

20年後 30%   30%

一宮市公共施設等総合管理計画 

方針② 大規模な修繕や建替えを計画的に行います




